領域「言葉」における遊びと想像力:言葉を楽しむ遊び感覚 by 村田 康常


















































































































































































































































































































発見していく。これをホワイトヘッドは「ロマンスの段階(the stage of romance)」(AE 17)
と呼んだ。日本の教育課程にあてはめれば、就学前のこの「ロマンスの段階」がベースに
なって、その後、学童期からはじまる学習課程において、規律正しい「訓練(discipline)」
の要素が全面にでてくる「精緻化の段階(the stage of precision)」(AE 18)が続く。さらに、
そうやって秩序づけられた知識を組織的・体系的に習得していく高等教育の課程において、
ふたたび最初の「ロマンス」に似た、より広大な知の世界へと冒険していく「一般化の段































































































































































































































































































































































































































































「発見の真の方法は、飛行機のフライトのようなもの(like the flight of an aeroplane)
である。それは特殊な観察という大地から出発する。それは想像的一般化という薄い空








像的合理化」(PR 5) あるいは「想像力による構想(imaginative construction)」(PR 5)とも
呼んでいる。そして、想像力による思考は、「首尾一貫性の欠如で遊ぶことすらできる(It can 































































                                                   
註 
1)  松居直『絵本の現在 子どもの未来』日本エディタースクール出版部、2004(1992)、40 ページ。 
2)  マーシャ・ブラウン、『三びきのやぎのがらがらどん』、アスビョルセンとモーによるノルウェーの昔
話、瀬田貞二訳、福音館書店、1965 年。 
3)  俵万智、「「がらがらどん」にはじまって」、『りんごの涙』文藝春秋、文春文庫、1992 年（1989 年）、
202-207 ページ。 
4)  松居直『絵本の現在 子どもの未来』40 ページ。 









を提唱している（古田徹也『言葉の魂の哲学』講談社、2018 年、5 ページ）。 
7)  この論文では、ホワイトヘッド(Alfred North Whitehead)の著作は、引用に際して以下のように略記
し、該当するページ数を付記する。引用文中の傍点は原文でイタリックで表記された箇所を、〈 〉は
原文で大文字で表記された箇所を、･･････は著者による省略を、〔 〕は著者による注記を示す。 
PR: Process and Reality. 1929. Corrected Edition. New York: Free Press, 1978. 
AE: The Aims of Education and Other Essays. 1929. New York: Free Press, 1967. 
8)  松居直『絵本の現在 子どもの未来』42 ページ。 
9)  ホワイトヘッドの feeling の意味については、次の拙論を参照。村田康常｢有機体の哲学における関係
性と情的知｣日本ホワイトヘッド・プロセス学会『プロセス思想』第 9 号、2000 年、74－87 ページ。 
10)  松居直『絵本とは何か』7 ページ。引用文中の（ ）は原著者。 
11)  松居直『絵本とは何か』8 ページ。 
12) たとえばホワイトヘッドは次のように述べている。「第二に、各々の現実的存在は、それ自身が有機的
プロセスとしてのみ記述可能である。それは、大宇宙において宇宙であるものを、小宇宙において反




13) 松居直『絵本の現在 子どもの未来』42-43 ページ。 
14) 「絵本の文章と一言半句違わない」、「本を読んだつもりごっこ」という表現はいずれも、俵万智「「が
らがらどん」にはじまって」203 ページに見える。 
15) 俵万智「「がらがらどん」にはじまって」202 ページ。 
柳城こども学研究 第 2 号 2018 
27 
 
                                                                                                                                                     
16) 松居直『絵本の森へ』日本エディタースクール出版部、1995 年、175 ページ。 
17) 松居直『絵本の森へ』176 ページ。 
18) 松居友『絵本は愛の体験です。』洋泉社、2000 年。 
19) 松居直『絵本の現在 子どもの未来』43 ページ。 









22) 松居直『絵本の現在 子どもの未来』61 ページ。 
23) 松居直『絵本の現在 子どもの未来』61 ページ。 
24) 藤本朝巳『松居直と絵本づくり』教文館、2017 年、15 ページ 
25) 松居直『絵本の森へ』175 ページ。なお、次を参照。リリアン・H. スミス『児童文学論』石井桃子、
瀬田貞二、渡辺茂男訳、岩波書店、1964 年。 
26) ヴァルター・ベンヤミン『教育としての遊び』丘澤静也訳、晶文社、1981 年、25 ページ。Benjamin, 
Walter, Über Kinder, Jugend und Erziehung, Mit Abbildungen von Kinderbüchern und Spielzeug 
aus der Sammlung Benjamin, Frankfurt am Main; Suhrkamp Verlag, 1969, 2000.） 
27) ベンヤミン『教育としての遊び』25 ページ。 
28) ベンヤミン『教育としての遊び』26 ページ。 
29) ベンヤミン『教育としての遊び』27 ページ。 
30) ベンヤミン『教育としての遊び』26-27 ページ。 
31) ヴァルター・ベンヤミン『この道、一方通行』細見和之訳、みすず書房、2014 年、73 ページ。Benjamin, 





1995 年、178 ページ。 
33) 松居直「絵本がめざめるとき」、河合隼雄、松居直、柳田邦男『絵本の力』岩波書店、2001 年、52-53
ページ。 
34) ベンヤミン『教育としての遊び』120 ページ。 
35) 松居直『絵本とは何か』日本エディタースクール出版部、1973 年、74 ページ。 
36) フリードリヒ・フォン・シラー、『人間の美的教育について』小栗孝則訳、法政大学出版局、2003 年
（1972年）、99ページ。Schiller, Friedlich von, 1795, Über die ästhetische Erziehung des Menschen: 
In einer Reihe von Briefen. 
37) ヨハン・ホイジンガ『ホモ・ルーデンス』里見元一郎訳、講談社、講談社学術文庫、2018 年、26 ペ




                                                                                                                                                     
cultuur. 




中公文庫、1973 年、29 ページ。 
39) 松居直『絵本の現在 子どもの未来』15 ページ。 
40) オイゲン・フィンク『遊び――世界の象徴として』千田義光訳、せりか書房、1985 年、272 ページ以
下。Fink, Eugen, 1960, Spiel als Weltsymbol, Eugen Fink Gesamtausgabe, Bd.7, Freiburg und 
München; Verlag Karl Alber, 2010.  
41) フィンク『遊び――世界の象徴として』307 ページ。 
42) ホイジンガ『ホモ・ルーデンス』138 ページ。 
43) ロジェ・カイヨワ『遊びと人間』多田道太郎、塚崎幹夫訳、講談社学術文庫、1990 年（1971 年）、108
ページ。Caillois, Roger, Les Jeux et les Hommes (Le masque et le vertige), Galliard, 1967. 
44) カイヨワ『遊びと人間』124 ページ。 
45) ベンヤミン『教育としての遊び』64 ページ。 
46) ベンヤミン『教育としての遊び』64 ページ。 
47) フリードリヒ・フォン・シラー、『人間の美的教育について』小栗孝則訳、法政大学出版局、2003 年
（1972 年）、91-92 ページ。Schiller, Friedlich von, 1795, Über die ästhetische Erziehung des 







50) 松居直『絵本とは何か』7 ページ。 
51) 松居直『絵本とは何か』193 ページ。 
52) 村田康常「遊びと教育のリズム論――有機体の哲学の観点から見た遊びの哲学――」名古屋柳城短期
大学幼児教育・保育研究会編『柳城こども学研究』第 1 号、2018 年、81－108 ページ。 
53) ルートウィヒ・ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』野矢茂樹訳、岩波文庫、2003 年、148-149 ペ
ージ。Wittgenstein, Ludwig, 1918, Tractatus Logico-Philosophicus, with a new edition of the 
translation By D. F. Pears & B. F. McGuinness, with the introduction by B. Russell, Routledge & 
Kegan Paul, 1961, 1971, 2001. 





とアトム化の世界』佐野利勝訳、みすず書房、1971 年（創文社、1959 年）。 




Play and Imagination in the Domain “Language”: 




This paper aims to re-examine the link between language and play in early 
childhood care and education. Section 1 examines the ideals which serve as the basis of 
the domain “language” in the early childhood care and education by way of a “Course of 
Study for Kindergarten” and the “Nursery Provisions Guidance.”  
Section 2 investigates picture books considering the link between language and 
play so as to argue that “the sense of play to enjoy language” (T. Matsui) which brings 
joys and surprises enhances children’s imagination and serves as the core of a fruitful 
language experience. In particular, this paper focuses on discussions of picture books 
by T. Matsui, who has long been exploring these themes, and interprets his arguments 
from the viewpoint of A. N. Whitehead’s educational philosophy and to the classical 
study of picture books by W. Benjamin.  
Section 3 reviews work by F. v. Schiller, J. Huizinga, E. Fink, R. Caillois and W. 
Benjamin who have presented “the philosophy of play” by thoroughly examining the 
relationship between play and human beings to clarify the question of “what play is.” 
Section 4 identifies the connections between play, language, and imagination by 
referring to arguments presented by Matsui and Benjamin. This connection not only 
engenders children’s language/play but also philosophical investigations. This is shown 
in Whitehead’s insight into “speculation, imagination, language, and play.” This section 
examines language and play regarding Whitehead’s philosophy of organism and 
re-thinks the possibility of the domain “language” in early childhood care and education.  
Last, Section 5 identifies future research agendas containing themes which have not 
been discussed in this paper. 
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